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「単元を貫く学習課題」による 

探究的な学習を実現する単元構成の工夫・改善 
 

郡 司 直 孝 ・ 伊 藤 健太郎 ・ 山 下 尚 也 
 
１．はじめに 

 本校社会科は平成 27，28 年度の２年間，国立教育政策研究所による研究指定を受け，現行学習指

導要領の趣旨等を実現するための教育課程の編成，指導方法等の工夫改善に関する実践研究に取り

組んだ。特に中学校社会科は，「問題解決的な学習を中核とする単元構成の工夫改善に関する研究」

が求められた１ことを受けて，本校社会科は，「『単元を貫く学習課題』の設定に基づいた指導方法等

の工夫・改善」に取り組むこととした。その際，主に第３学年公民的分野を対象とし，「単元を貫く

学習課題」の設定及び単元構成の工夫・改善に関して取り組んだ。 

 学校研究主題「新学習指導要領の趣旨を実現する教育の展開」に対する社会科としての取組を検

討したとき，平成 27，28 年度研究は大きな意義を持つと考える。すなわち，新学習指導要領では「単

元や題材のまとまりの中で，子供たちが「何ができるようになるか」を明確にしながら，「何を学ぶ

か」という学習内容と，「どのように学ぶか」という学びの過程を（略）組み立てていくこと」２を

重視しており，『単元を貫く学習課題』は，そのための有効な手段となり得ると考えるからである。   

 そこで本校社会科は，「『単元を貫く学習課題』による探究的な学習を実現する単元構成の工夫・

改善」を教科研究主題に設定し，第３学年公民的分野で取り組んだ平成 27，28 年度研究の成果をふ

まえながら，他学年他分野での汎用可能性を検討することに取り組むこととした。 

 

２．研究の目的 

 本研究は，平成 27，28 年度に第３学年公民的分野において取り組んだ「『単元を貫く学習課題』

の設定に基づいた指導方法等の工夫・改善」に関する研究成果を第１学年地理的分野において活用

することを通して，「単元を貫く学習課題」の設定及び単元構成について，第１学年地理的分野での

可能性と限界を検討することを目的とする。 

 

３．平成 27，28 年度研究の概要及び研究成果等 

（１）平成 27，28 年度研究の概要 

 平成 27，28 年度研究では，「単元を貫く学習課題」の設定に基づいた単元構成の工夫による学習

者の思考力・判断力・表現力等の育成を目指した。「単元を貫く学習課題」とは，「問題解決的な学習

を意図的・計画的に展開するためと，単元の指導目標を達成するために，学習者が単元を通して追

究し続ける学習課題」３のことである。研究 1年次の平成 27 年度に設定した「単元を貫く学習課題」

を表１に示す。 

 

表１ 平成 27 年度に設定した「単元を貫く学習課題」 

単元 「単元を貫く学習課題」 

（１）イ 職員会議で，次のようなルールがつくられました。「附属中学校の生徒は，校内におい

て携帯電話やスマートフォンを所持・使用することができる。あなたはこのルールを
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どのように考えますか？（A：このままで良い B：変更すべき C：廃止すべき） 

（２）イ 2019 年 4月 1 日からの消費税率 22％への引き上げに賛成か，条件付賛成か，反対か？ 

（３）イ まちの課題を解決し，よりよいまちにするためには，誰が何をするべきか？ 

 

 また，研究 2年次の平成 28 年度には，学習者の内面に生じる疑問や問題意識に基づいた学習課題

を設定することを目指し，一度設定した課題を固定化して単元末まで追究させ続けるのではなく，

単位時間の学習が進み，学習者の理解の深まりによって設定した課題を更新する機会を含めた単元

構成に取り組んだ。研究 2年次の平成 28 年度に設定した「単元を貫く学習課題」を表２に示す。 

 

表２ 平成 28 年度に設定した「単元を貫く学習課題」 

単元 「単元を貫く学習課題」 

（１）イ 本校教員が出席して開かれた職員会議で策定された「生徒は学校内において，携帯電

話やスマートフォンを所持・使用することができる」というきまりに賛成か，条件付賛

成か，反対か？ 

（２）イ 平成 32（2020）年度予算からの（  ）に，賛成か，条件付賛成か，反対か？  

※（  ）には，「社会資本の整備を進めるために，公共事業関係費を増額する」「次世

代への借金を残さないために，公債の発行を減額する」「少子高齢化に対応するために，

社会保障関係費を増額する」のうち，各学級での検討を踏まえて，学級ごとに１つを設

定する。 

（３）ア （  ）は「新しい人権」として保障されるべきか？ 

※（  ）には現代社会の特色を踏まえて「新しい人権」として保障されるべきと考え

る具体的な人権を生徒個々人が設定する。 

（３）イ 函館市の課題である（  ）は，どうすれば解決できるのか？ 

※（  ）には函館市における課題を設定する。 

 

 「単元を貫く学習課題」の実施時期は，いずれの年度においても，「単元前」「単元を構成する単位

時間の授業末」「単元後」であった。また，「単元を貫く学習課題」の意義について，学習者にとって

は，同じ学習課題に対する自らの記述等の変容によって知識や技能の習得，見方や考え方の高まり

を実感できるものであるととらえた。また，授業者にとっては，そうした記述等を追跡することで

学習者の変容や理解の状況を的確に把握できるものであるととらえた。なお，平成 27，28 年度研究

においては，意義として期待する学習者の変容等の的確な把握を目指すために，単元を構成する全

単位時間において実施した。 

 

（２）平成 27，28 年度の研究成果等 

 平成 27 年度研究では，「単元を貫く学習課題」を追究する学習活動によって，知識・技能の活用

とともに，社会的事象に対する多面的・多角的な見方や考え方に基づいた記述が見られたことや，

複数の単元における「単元を貫く学習課題」の継続によって，社会的事象の多面性や立場による見

方や考え方の違いを踏まえて，新たな問題を最初から多面的・多角的に捉えられるような記述が見

られた。さらに，平成 28 年度研究では，学習者の問題意識に基づく「単元を貫く学習課題」設定の
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ための事前の学習者アンケートに基づいて設定された課題は，学習者の課題への追究の意欲を高め

るものとなった。また，学習者が一度設定した課題を再設定できるようにすることで，より精選さ

れた課題へと高めていくすがたが見られた。 

 一方，今後の展開として，公民的分野での実践を中心とした平成 27，28 年度研究を踏まえた他学

年他分野での同様の実践に取り組むことでの，「単元を貫く学習課題」の設定や単元構成に関する可

能性や限界に関する検討が必要となった。 

 

４．研究の実際 

（１）第１学年地理的分野における「単元を貫く学習課題」 

 平成 27，28 年度研究において対象とした公民的分野は，教科の基本的な構造として「地理的分野

及び歴史的分野の基礎の上に」４展開されるものであるため，平成 27，28 年度研究での「単元を貫

く学習課題」は，小学校社会科を含めた全分野の基本的な内容の活用が求められる学習課題を意図

的に設定してきた。 

 平成 29年度研究では，第１学年地理的分野を対象としたため，第１学年地理的分野における「単

元を貫く学習課題」の具体的な設定方法等を検討した。 

 まず，第１学年地理的分野における「単元を貫く学習課題」は，公民的分野の「単元を貫く学習課

題」に取り組む際に活用される「地理的分野の基礎」を形成するものと位置付けた。そのため，分野

及び実施する単元における目標や内容に正対したものとすることを目指し，学習指導要領に示され

た文言をできるだけ用いて，授業者が設定することとした。また実施時期は，平成 27，28 年度研究

と同様に「単元前」「単元を構成する単位時間の授業末」「単元後」としたが，「単元を構成する単位

時間の授業末」については，単元を構成する全単位時間における実施はせずに，単元における２〜

３割程度の単位時間において実施することした。これは，学習者が第１学年であることを鑑みて，

平成 27，28 年度研究の学習者であった第３学年と比較したとき，一般的に一定の時間内での記述量

が少ないことと，単位時間内において授業者が学習内容を説明する時間を多く設定することにより，

全単位時間において，「単元を貫く学習課題」に取り組むための時間を確保し続けることが難しいと

考えたためである。 

 

（２）具体的な取組 

 平成 29年度研究の具体的な取組について，６月に実施した第１学年地理的分野「世界の様々な地

域 世界各地の人々の生活と環境」の授業実践に基づいて述べることとする。 

 

①本単元における「資質・能力シート」及び「単元デザインシート」 

 学校研究から求められる，子供たちに「何ができるようになるか」（本単元で育成を目指す資質・

能力）を明確にした「資質・能力シート」を表３に，「何を学ぶか」という学習内容と，「どのように

学ぶか」という学びの過程を組み立てた「単元デザインシート」を表４にそれぞれ示す。 
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表３ 資質・能力シート（「世界の様々な地域 世界各地の人々の生活と環境」） 
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表４ 単元デザインシート（「世界の様々な地域 世界各地の人々の生活と環境」） 
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②本単元における「単元を貫く学習課題」の設定  

 今年度学校研究では，新学習指導要領の趣旨の実現する教育の展開を標榜するものの，各教科の

目標や内容に関しては，現行学習指導要領に拠ることとしている。しかし，平成 29 年度研究では，

新学習指導要領の内容に注目して単元を構成した。新学習指導要領において本単元の内容は，次の

ように示されている。 

Ｂ 世界の様々な地域 

 （１）世界各地の人々の生活と環境 

  場所や人間と自然環境との相互依存関係などに着目して，課題を追究したり解決したりす  

 る活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア 次のような知識を身に付けること。 

  （ア）人々の生活は，その生活が営まれる場所の自然及び社会的条件から影響を受けたり， 

    その場所の自然及び社会的条件に影響を与えたりすることを理解すること。 

  （イ）世界各地における人々の生活やその変容を基に，世界の人々の生活や環境の多様性  

    を理解すること。その際，世界の多な宗教の分布についても理解すること。 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

  （ア）世界各地における人々の生活の特色やその変容の理由を，その生活が営まれる場所  

    の自然及び社会的条件などに着目して多面的・多角的に考察し，表現すること。 

  

 ４（１）において述べたように，平成 29 年度研究は，「地理的分野の基礎」を形成するものと位

置付け，「単元を貫く学習課題」は，分野及び実施する単元における目標や内容に正対したものとす

るために学習指導要領に示された文言をできるだけ用いて，授業者が設定し，「単元を構成する単位

時間の授業末」では，単元における２〜３割程度の単位時間において実施することした。 

 まず，「単元を貫く学習課題」の設定にあたっては，内容としては，現行学習指導要領には見られ

ない，新学習指導要領における「影響を受けたり（略）影響を与えたりする」という「場所や人間と

自然環境との相互依存関係」を重視した。また，平成 27，28 年度研究において，生徒が初めて「単

元を貫く学習課題」を取り組む際には，あらかじめ示された選択肢から自らの意見や立場を選んで

表明させた上で，判断の理由や根拠を文章で表記させる形式をとったため，平成 29 年度研究におい

ても同様の形式とした（平成 27 年度及び平成 28 年度における（１）イ。詳しくは表１及び表２参

照）。 

 

平成 29 年度研究「世界の様々な地域 世界各地の人々の生活と環境」での「単元を貫く学習課題」 

次のように主張する人の意見に対して，あなたはどのような意見を持ちますか？ 

【世界各地の人々の暮らしは，気候のみから，影響を受けている。】 

 Ａ：賛成，Ｂ：少し賛成，Ｃ：少し反対，Ｄ：反対 

 

 また，単元において「単元を貫く学習課題」に取り組む回数を，本単元においては，３回に設定し

た。なお，本単元は第１学年で初めて「単元を貫く学習課題」に取り組む単元であるとともに，本単

元が，全 10 時間のうち，１時間目から８時間目までが「気候」を中心とした内容構成であることか

ら，「単元を構成する単位時間の授業末」は「単元における２〜３割程度」ではなく，８時間目の授

業末のみの１回に設定した。 
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③「単元を貫く学習課題」への取組の様子 

 「単元を貫く学習課題」への取組の様子について，ここでは１年Ａ組生徒（n=34）のワークシート

への記述状況等から量的及び質的な分析を行う。 

 

１）量的な分析 

 本単元の「単元を貫く学習課題」に対する「意見」の選択数（Ａ〜Ｄ）は，表５のとおりである。 

  表５ 「単元を貫く学習課題」に対する「意見」の選択数（実施回別） 

実施回 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１（単元前） ７(20.6%) 12(35.3%) 11(32.4%) 4(11.8%) 

２（８時間目） 17(50.0%) 12(35.3%) ３( 8.8%) ２( 5.9%) 

３（単元末） ０( 0.0%) ４(11.8%) 15(44.1%) 15(44.1%) 

 

 実施回１では，Ｂ及びＣを多く選択しているが，全体的に偏った傾向は見られない。一方，実施回

２では，Ａ及びＢの「賛成」「少し賛成」をおよそ 85％の生徒が選択しており，実施回３では，Ｃ及

びＤの「反対」「少し反対」をおよそ 88％の生徒が選択している。 

 これは，②でも述べたとおり実施回２の段階では，本単元が１時間目から８時間目までが「気候」

を中心とした内容構成であったことから，「人々の生活に気候が大きな影響を与える」ことを理解で

きているためであると考える。また，実施回２以降の９時間目では宗教，10 時間目ではグローバル

化に伴う伝統的な生活の変化を中心とした内容構成であったことから，「人々の生活に影響を与えて

いる要素が気候だけではない」ことを理解できているためであると考える。 

 

２）質的な分析 

２）—１ 実施回３においてＣまたはＤとした生徒の記述 

 まず，実施回２にＡまたはＢを選択し実施回３にＣまたはＤを選択した生徒（n=25）の記述の一

例を図１及び図２に示す。なお、図の上部が実施回２、下部が実施回３のものである。 

図１ 実施回２：Ａ，実施回３：Ｄ（女子）    図２ 実施回２：Ｂ，実際回３：Ｃ（男子） 
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  次に，実施回２にも実施回３にもＣまたはＤを選択した生徒（n=5）の記述の一例を図３及び図４

に示す。なお、図の上部が実施回２、下部が実施回３のものである。 

図３ 実施回２：Ｃ，実施回３：Ｄ（女子）   図４ 実施回２：Ｄ，実際回３：Ｃ（男子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施回２にＡまたはＢを選択し実施回３にＣまたはＤを選択した生徒（図１及び図２）は、実施

回２において、本単元の大部分を構成する「気候」の学習の成果をそのまま学習課題に適用して自

らの意見と理由を構成しながらも、９・10時間目での学習を踏まえて実施回３では、「宗教」や「貿

易の拡大」、「技術」などに言及し、「単元を貫く学習課題」での「気候のみから」という主張に対す

る「反対」の意見を示していた。 

 また、実施回２にも実施回３にもＣまたはＤを選択した生徒（図３及び図４）は、実施回２の段階

から、「気候のみ」という部分に疑問を呈し、「文化」や「動物」などの視点を加えて「反対」の意見

を示していたところに、９・10 時間目での学習を踏まえてより理由が確たるものとした「反対」の

表明となっていた。 

 （２）②を踏まえれば、本単元の「単元を貫く学習課題」に対する最終的な意見としては、「反対」

側であることが望ましく、人々の生活に影響を与える要素としては気候のみではなく宗教等を指摘

できることが目指される。そういった意味で、本単元における「単元を貫く学習課題」の設定等は適

切なものであったと評価できる。 

 

２）—２ 実施回３においてＢとした生徒の記述 

 実施回３において、Ｂを選択した生徒は４名（11.8%）であった。生徒の記述の一部を図５及び図

６に示す。 

 （２）②を踏まえたとき、最終的な意見として「賛成」側にあることは望ましいことではないよう

にも考えられる。しかし、ここで彼らの記述を分析すると、人々の生活に影響を与える要素として

は気候のみではなく宗教等を指摘できていることがわかる。そのため、意見としては「賛成」側に立

っていたとしても、理由に関する記述は適切なものとなっていることから、ここからも本単元にお

ける「単元を貫く学習課題」の設定等は適切なものであったと評価できる。 

 なお、実施回３においてＡを選択した生徒や、実施回２においてＣまたはＤを選択し実施回３に
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おいてＡまたはＢを選択した生徒は見られなかった。 

図５ 実施回２：Ａ，実施回３：Ｂ（男子）   図６ 実施回２：Ａ，実際回３：Ｂ（女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

 平成 29年度研究は、平成 27，28 年度に第３学年公民的分野において取り組んだ「『単元を貫く学

習課題』の設定に基づいた指導方法等の工夫・改善」に関する研究成果を第１学年地理的分野にお

いて活用することを通して，「単元を貫く学習課題」の設定及び単元構成について，第１学年地理的

分野での可能性と限界を明らかにすることを目指したものである。 

 結果として、４で述べたように「単元を貫く学習課題」を設定した単元構成は、第１学年地理的分

野においても有効であり、生徒の学びの変容を把握する手段としても活用できることが明らかとな

った。しかし、その際には、分野及び実施する単元における目標や内容に正対したものとするため

に学習指導要領に示された文言をできるだけ用いて，授業者が設定することや，全単位時間に実施

するのではなく、回数を意図的に設定する（本稿の実践では１回）ことの必要性も明らかとなった。

ただし、回数は機械的に設定すべきものではなく、当該単元の内容構成を勘案した上で設定すべき

ものである。 

 

６．今後の展望 

 本稿では第１学年地理的分野に関する検討を行ってきたが、実際には第１学年１学期の生徒を対

象とした実践研究であり、現在進行中の実践と合わせた分析及び評価が必要である。また、「単元を

貫く学習課題」の第２学年や歴史的分野での可能性と限界を検討することが必要である。 
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